
令和６年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立雪谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

【中学年】 

・理科のノートの取り方の例を、学年の最初に示したことで、ノートの取り方だけでなく、理

科の授業の流れをおさえることができた。 

・実験や観察が困難な場面では、デジタル教科書の動画、ステラリウム、インターネット教材

（NHK for school）、などを活用することで、児童の知識・理解の定着につながった。 

・虫眼鏡、遮光板等、一人一つの実験器具を用意して使用させたり、「ゴムや風の力」「「電気

の通り道」「じしゃくのふしぎ」では、一人一つの実験キットを購入して学習に取り組ませ

たりした。その結果、実験操作の技能を身に付けただけでなく、意欲的に学習に取り組む児

童が多数いた。 

・植物としてヒマワリやホウセンカ、昆虫としてカイコを育てる経験を通して、植物の生長や

昆虫の成長に興味をもって学習に取り組むことができた。特に、カイコの生育では、一人５

～６匹程度の担当になり、毎日餌を与える機会をもたせた。昆虫が苦手な児童も含めて生命

愛護の精神を育むことにつながった。 

・教科書の単元の終わりにある「たしかめよう」の記述問題を丁寧に取り組んだことで、大切

な用語を使って、因果関係を文章に表現できる児童が学期毎に増えてきた。 

・植物や樹木、昆虫など、自分たちでテーマを決めて観察を行い、グループで考えを整理して

から発表を行うことで、生物の１年間の変化について理解することができた。 

・前時の振り返りや実験結果、考察などの場面で、科学的用語や大切な言葉の定義を確認するこ

とで、用語や言葉の定着につながった。 

・実験の様子や観察するものをタブレットで撮影をすることで、結果や考察をまとめる際の一

助となった。 

 

 【高学年】 

・実物を見せたり、可能な限り実験を行ったりすることで、正しい実験の方法や実験器具の扱

い方の理解を深めることができた。 

・年間を通して学習問題から結論までの流れで学習を進めることで、見通しをもって学習に取

り組むことができた。 

・実験が難しいときや差がでてしまった実験の際には、デジタル教科書などのＩＣＴを活用す

ることができた。 

・児童の気付きや疑問から学習問題を作り、そこから学習計画を立てることで、児童が主体的

に学習に取り組むことができた。 

 

 

（２）課題 

 【中学年】 

・条件制御をする理由が、まだ腑に落ちない児童がいて、実験方法を考える際に比較しづらい

方法を考える児童がまだまだいる。 

・年間を通して観察を行う場面では、観察する対象によって年間の変化を捉えることが困難な

ものがあった。今年度は児童から自由にテーマを考えてグルーピングしたが、変化を捉える

ことが可能なテーマをあらかじめ提示し、その中から児童が選んで観察を行う必要がある。 



・日常生活と結びつきの弱い単元では、学習問題の設定や、予想の場面で困難さを感じる児童

もいた。 

 

 【高学年】 

・実験や調べ学習が中心になってしまい、器具の名称などの知識の定着を図ることが難しかっ

た。 

・デジタル教科書を有効的に活用することができなかった。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

※ ◎…目標値を上回った。 ○…目標値と同程度。 △…目標値を下回った。 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第４学年 ◎ 
  

第５学年 ○ 
◎ 

（第４学年時） 

 

第６学年 ◎ 
◎ 

（第５学年時） 

◎ 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・全体として目標値、区平均

全国平均を上回っている。 

 

・生命・地球領域では、「植

物の育ち方」「太陽と地面

の様子」について、目標値

を下回っている。 

・全体として目標値、区平均

全国平均を上回っている。 

 

・生命・地球領域では、「植

物の育ち方」「太陽と地面

の様子」が、物理・エネル

ギー領域では、「じしゃく

の性質」について、目標値

を下回っている。 

・全体として目標値、区平均

全国平均を上回っている。 

 

  

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・全体として目標値、区平均

全国平均と同程度にとど

まっている。（第５学年） 

・全体として目標値、区平均

全国平均を上回っている。

（第６学年） 

 

・物理・エネルギー領域では、

「水のすがた」「月と星」

について、目標値を下回っ

・全体として目標値、区平均

全国平均を上回っている。 

 

・生命・地球領域では、「雨

水のゆくえと地面のよう

す」が、物理・エネルギー

領域では「電気のはたら

き」について、目標値を下

回っている。 

（第５学年） 

・全体として目標値、区平均

全国平均と同程度にとど

まっている。（第５学年） 

・全体として目標値、区平均

全国平均を上回っている。

（第６学年） 

 

 



ている。 

（第５学年） 

 

・物理・エネルギー領域では

「ふりこのきまり」が、生

命・地球領域では、「人の

たんじょう」「けんび鏡の

使い方」について目標値を

下回っている。 

（第６学年） 

・生命・地球領域では、「植

物の花のつくりと実」につい

て目標値を下回っている。 

 （第６学年） 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・植物や生物の観察は長期に

渡るものが多いことや、気

温の影響で夏場の観察が

十分にできず、変化の様子

が見えづらいため、NHK for 

school などを活用し変化

を捉えることで、知識・理

解だけでなく、興味や関心

をより高める。 

（教具の工夫） 

・実物を観察したり実験した

りすることが困難な場合

は、デジタル教科書の動

画、NHK for school等を用

いて知識の定着を図る。 

（教具の工夫） 

・理科における重要な言葉や

語句を正しく理解・活用で

きるように、実験結果や考

察を書く場面で言葉や語

句の確認をする。 

（単元構成） 

・単元の最後に学習した事象

や現象が生活場面でどこ

に活用されているかを考

え、知識の定着を図る。 

 （単元構成） 

・「問題」「予想」「実験方法」

「結果」「考察」の毎回の

流れをつかみ、見通しをも

って学習を進める。 

（指導計画） 

・既習事項の振り返りと生活

経験をもとに根拠のある

予想を立てられるように

する。また、教科書単元の

終わりにある「たしかめよ

う」の問題に取り組む際に

は、説明するための大切な

言葉は何かを明確にしな

がら指導する。 

（単元構成） 

・予想、結果、考察では理科

用語を用いながらグルー

プで話し合いを行い、自分

の考えを言語化する。 

（単元構成） 

・考察する力を伸ばしていく

ために、考える視点や比較

する視点を明確に示す。

（指導計画） 

・身の回りの自然現象や生活

経験を基に根拠をもって

予想を立てられるように

することで、児童が事象を

身近に感じ、主体的に学習

に取り組む態度を養う。

（指導計画） 

・観察、実験が困難な場合は、

ＩＣＴ機器を活用し、児童

の興味・関心が持続できる

ようにする。 

（単元構成） 

・身近な植物や生き物などを

１年間通して観察、記録す

ることで、継続して意欲的

に学習に取り組むことが

できるようにする。 

（指導計画） 

 

 

 

 



（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本的な知識を活用し、さ

らに疑問や課題などを解

決していく過程で、系統的

に知識を身に付けられる

ようにする。（単元構成） 

・可能な限り実物を観察した

り実験したりすることで、

知識や技能の定着を図る。 

（指導計画） 

・自分で調べる活動や、友達

との対話を通して問題解

決を行うことで、理解を深

めさせる。（指導計画） 

・話し合いでは、得意な児童

だけが意見や考えを述べ

るのではなく、順番に話を

させるなど、全員が十分に

アウトプットできるよう

な時間を確保できるよう

にする。（指導計画） 

・「問題→予想→計画→実

験・観察→考察→まとめ」

の学習の流れを徹底する

ことで、学習場面において

思考、判断、表現の力を伸

ばせるようにする。 

（指導計画） 

・生活の中でどのように生か

されているのか、具体例や

具体物を示すことで、科学

的事象に対して主体的に

学ぼうとする意欲を高め

られるようにする。 

（教具の工夫） 

・自然事象から児童が感じた

疑問から学習問題を立て

ることで、一人一人が意欲

的に問題に取り組むこと

ができるようにする。 

（単元構成） 

・考察の場面では、教科書通

りに行うのではなく、実

験・観察の結果から児童が

考察したことを尊重する

ことで、自ら考えようとす

る態度を養う。（指導計画） 

 

３ 今年度の授業改善プランの成果と課題 

（１）成果 

【中学年】 

・学習の流れを確認しながら進めることで、見通しをもって学習に取り組むことができた。 

・前時の振り返りや実験結果、考察などの場面で、科学的用語や大切な言葉の定義を確認するこ

とで、用語や言葉の定着につながった。 

・実験の様子や観察するものをタブレットで撮影をすることで、結果や考察をまとめる際の一

助となった。 

・日常生活と結び付けて予想を考えるだけでなく、結果を基に考察をする場面で、学習したこ

とが日常生活のどのような場面で活用されているかを考えることで、事物や現象をより深く

理解することができた。 

 

【高学年】 

・グループで実験や観察を行う活動を通して、お互いに手順を確認したり、なぜこの実験を行

うのか対話をしたりしながら学習を行うことができたため、知識や技能の高まりを感じた。 

・児童の気付きや疑問から学習問題を児童と一緒に作ることで、意欲的に問題解決学習に取り

組むことができた。 

 

 

（２）課題 

【中学年】 

・気温や天候により、外での観察が十分ではなかった。タブレットで写真を撮ったり、NHK for 



schoolやデジタル教科書の動画を見たりしたが、においや触感などの細かな部分までは抑え

ることができなかった。 

 

【高学年】 

・計画の段階では、児童に実験計画を立てさせることが難しかったため、場合によっては教師

主導で行うことが効果的である。 

 

 

 


